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（

穀

録
）

　
○

今

江

潟
の
「

イ
ク

γ

ナ

〃

セ

ヌ

ス
」

輿
へ

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

　
　
、

　
　

　
（

二

一
）

宮
島
幹
之

助
。

ー
衣

虱
と

再

歸

熱
、

ス

ビ

ロ

（

ー
テ

」

　
再
歸

熱
患
者
叉

は

其
居
室

中
の

衣

虱
中
に

は
「

ス

ピ

ロ

へ

ー

テ
」

を

有
す
る

も
の
一

二
・

0
％

あ
り

。

其
等
の
「

ス

ビ

ロ

へ

！

テ
」

は
、

大
多
數

、

虱
の

胃

中

に

て

早
く

滄
失
す
れ

ど
も、

少

數
は

鱧
腟
液

中
に

増
殖
す

。

而

し
て

か

く
し
て

發
育
し
セ
る
「

ス

ビ

ロ

へ

ー

タ
」

は

毒
性
強
く、

猿
に

容
易
に

域

染
す
る

も
の

な

る

が
、

但
し
今
日

迄
の

研
究
に
て

は、

虱
は

、

再
歸
熱
「

ス

ピ

ロ

へ

三
7
」

の

中
間

宿

主
な

る

事

明
か

と
な

b
し
迄
に

て
鴨

吸・
血

に

よ

り
て

「

ス

ビ

ロ

へ

三
ノ
「

を

傳
搬
す

と

の

直
接
證
明
は

未
だ

施
さ

れ

す。

察
す
る

に

虱
の

再
歸
熱

媒
介
は

、

人
の

皮
膚
に

微
細
の

擦
創

あ

う、

且

威
染

せ

る

虱
の

體
が

傷
き

把

る

塲
合

、

體
腔
液
中
の
「

ス

ピ

ロ

へ

ー

テ
」

が

域
染
の

機
會
を

得

る

も
の

な

ら
ん

。

　
　

　
　

（

永

澤
六

郎
）

‘
L

ー

　

ー厂
　

〜

”、
r
〜

へ

冨

　
鰺

广
；’
ー
♪

〜

…

ー
ー

ート
ー　

　
　

　

●
A

−

江
潟
の
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

水

産
講
習
所
の

所

馨
本、

石
川

縣
今
江

邊
の

ザ
．

・

（

撃
瀞

な

り
。

學

名
は

き丶、
ミ
ミ
轟

ミ、
妻
。
寒、
ミ

臼

o

智
旨

2
即

日
垣
o
寓

靄
o
匿

ー

｝

窘
き

ミ
臼

臼

o
盟
d
｝

装

齢

曷
o
ξ

罸
劉

日
炉
乞
ン

瓢
諺゜
9
罫
急

冨
8
昌
け

爭

暮
げ
o

話璽
H5

け

o
楠

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お

ら
ヨ　
メ
ゐ

　

　

 

瘻
響

鱗
暢
驫
禦
嚢
換

靉
）

申

に

§
》

§
§

ミ
・

を

寄

生
せ

し
む
る

も

の
一

尾
あ

り
。

　
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

は
、

種
々

な

る

淡
水

魚
の

胸
鰭
の

直
後

に

穿
孔
し．

其
の

腹

腟
中
に

入

り

て

嵜
生
す
る

奇
異
な

る

等

脚
類

五．
二

　
な

り
。

本
邦
産
の
「

イ

ク

シ

ォ

ク

セ

ヌ

ス

」

（

ト

、

§
§
§

駐
）

に

就

　
て

は、

　一

昨
年
發
表

し

把

る

倒

葛
密
畄
6

団
HQ

国
か
団

冨
O
儲

の

論
丈

　
（ ．．
日
げ
9H

。・

o
帽

aQo

ロ

瑟

き
神

鏨
嘩

§
§
§

国

霑
譯
滝
孕

ヨ
e

げ

　
U
Φ
。・

霞
首
菖
o
昌

03

客
o
≦

囓
 
。

富
の

沖
o
日
q

碧
器
  、
、．

男
同

g．
d
艮
轄

　

望゚

冩
魯

岳
9】°

髯
毳゚
  ．
〈

O
ピ

A
伊

弓

や

蟄
 

ー

ま
bD

』
β
昌．
癬”
H

津
Q ゆ゜

）

あ

　

b
。

余
の

觀
察
し
た

る

標
本
も
亦、

リ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

の

觀
察
し

セ

　

る

も
の

と

同
一

種
な

る

が

如

し
。

　
　
　
　
　
　
　

−

　
　

寄
生
蟲
を

藏
せ

る

浜

鼻
無
習

§
象

き
§

婁
ミ

§

は、

饐

長
（

尾

　

鰭
の

基

部
迄

測
る

）

七・
二

糎
を

有
し

、

其
の

右
側
胸
鰭
の

基
部
直

…
　

後
に、

直
徑
三
・

五

粍

許
ち

の

圓
孔

あ
う

。

而

し
て

其
の

圓
孔
の

入

♂
　

口

に、

粤
生
蟲
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

の

尾

部
少

し

現
は

れ

あ

わ

　

セ

う
．

孔
よ

う

辿
り

て

魚
の

腹
壁
を

切

開
し

陀

る

に
、

腹
腔
内

に

二

　

個
の
「

イ

ク

シ

ォ

ク

セ

ヌ

ス

」

互

に

重

り

合
ひ

て

あ
り

。

一

個
は

雄

解

　

に

し
て

右
側
（

魚
に

就

て

日

ふ
）

に

在
り、

一

個
は

雌
に

し
て

左
側

へ〜
　

に

位
置
せ

b
。

（

何

れ

も

其
の

腹
面
を
魚
の

右

側
に

向
く

。

）

寄
生

押
　

蟲
は、

二

個
典

、

尾
を、

前
逑
し
た

る

如
く
、

胸
鰭
直
後
の

開
口

に

　

置

き
、

頭

部
を
魚
の

背
側
に

向
け

π

b
。

併
し
な

が

ら、

雄
の

殆

　

ん

ど、

魚
體
長
軸
に

野
し
垂

直
に

位
置
す
る

に

羯
し、

雌
は

其
の

　

　

頭

端
を

魚
の

脊
鰭
の

方
向

に

向
け

だ

る

故、

兩

者
の

位
置

關

係
は、

　

多
少、

V
字
形
に

な

れ

り
。

寄
生
蟲
の

周

圍
に

は

薄
壁

膜
歌
の

袋

　

あ

り
。

之
れ

膓
間
膜
な

り
。

即
ち

、

寄
生
蟲
は、

魚
體
の

膓
聞
膜

　
の

袋
中
（

但
し
一

方
開
口

せ

る
）

に

存
在
す
る

な

り。

　
　

余
の

標
本
に

就
て

の

測
定
表
は

下
の

如
し

。

（

參
考

の

爲
に

、

　
リ

チ

ャ

ー

ド

リ

ン

の

文

中
よ
り
、

雌
に

就
て

な

し
π

る

測
定

數
字

を
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並

記
す
べ

し
屮

碓
に

就
て

は 

烈
寿

爵
郵
戯
は、

唯
 

．．

琶
口
。

ゴ

。・

已

些
霞
、、

と
日

ひ
陀

る

の

み

に

て
、

何
等
の

數
字
を
禍
げ

ず
。

）

瀏
認
鬮
鑾

（

上
斷四
 
ザ
ッ

コ

。

右 
糊

胸
嗜
の
齢小
如
隙

直

後
に

「

イ

グ

シ

す

グ

セ

ヌ

ス

」

の
応

牙

孔
ぜ

ろ

孔
h

葎

示
す
。

（

下

圏
）

「

イ

ク

シ

ナ

ク

セ

兄

ス

」
の

右

偶
第
七

榔
。

雌
。

三

十

倍
。

（

雜
　

　
録
）

　
○

今

江

潟
の
「

イ

ク

シ

す

ク

セ

ヌ

ス

』

　
　

余
の

標
本
は、

其
の

形
熊、

犬

鱧
に

於
て

引
れ
絹

引
詞
の

記

　

載
し

π

る

も
の

と
一

致
せ

り
、

併
し

な
が

ら
、

細

點
に

至

う

て

は、

　

固
よ

わ
、

種
々

異
な

る

虜
あ

り
。

試
に

二

三

の

例

證
を
爆
ぐ

れ

ば、

　

眼
の

大
さ

は、

ジ
療
紹 、

誓
琉
男

ジ

の

標
本
に

て

は
（

前
出
測
定

表
に

　

示
せ

る

も
の
）

、

長

徑
一

粍
あ

う

と

日
へ

ど、

余
の

標
本
（

雌
）

に

て

　

は

僅
に

其
の
二

分
の

一

に

て

へ

薊
も

全

體
と
し
て

は

余
の

標
本
の

　

方
大
な

る

こ

と
瀏
定
表
に

示

す
が

如

し
） 、

○
・

五

粍
あ
る

の

み
。

鰻

　

の

大
さ

は、

リ

チ
ャ

！

ド

ヲ
ン

が、

ト

、

§
§
§

駐

を
既
知
の

　
ト

　
冷
§
譜

ミ、へ
§
蔑、
馬

と
區

別
す
る

要
點
の

第
一

に

擧
げ
だ

る

も
の

故
、

｝冖

如
上

の

相

違
は

多
少

注
意
す
べ

き
も

の

な
る

や
も

知
れ

す
。

爾
ほ

い
　

上

記
の

測
定
表
よ

b
見
る

も、

軆

長
に

灣
す
る

體
幅
の

翻
合
、

頭

　

部
の

大

さ、

胴
部
め
大
さ

等
の

闘

係、

兩
者
に

於
て

可

な

り

著
し

　

く

相
違
す
る

事

を
知
る
べ

し。

　
　

ジ

チ
ャ

ー

ド

ソ

ン

の

標
本
中
に
は
、

今
江
潟
産
の

者
な

し。

リ

チ

ャ

　

ー

ド

ソ

ン

の

報
告
は
、

本
邦

産
の
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

に

闘

す

　

る

最

初
に

し
て

同
時

に

叉

唯
一

の

も

の

な

る

を
以
て
、

參
考
の

爲

　

左
に、

彼
が

操
集
觀
察
し
陀

る

標
本

、

其
の

宿
主
、

及

探
集
瘍
駈

　

等
を

再

録
す
べ

し
。

標雌二

雌
二

雄 渉
萋

雄

｝
　

宿

　
　
　
　
　

主

　
　
　

採

　
集

　
塲

　
所

昏

苳
ミ

§

窟

庵・
§

雪
土

目
・
犀
・

舅

ぎ

一
．

夙

上

　

　
｝

。

員

畧

身
9

雌

椎

鼓
貸

ミ
毳
o

ミ
ミ

ざ
恥

N

§

ミ
良

§
窟晦

一

出、

耋
繁
。

ρ

調

言

費

雄

　
冨

上

05

一
職L
巴
欝

頭
⇔

鸛

p

五

三
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」

−　　 N 月
五
：

「

＋
買
幽・五

日

．

（
雜

　
　

録

）

　
○
今

江

潟

の

「

イ

ク

シ

ナ

ク

ヌス 」
落 妬 雄 i

　

．
q
雄

一
蠧
き

ぎ
ミ

・

守
・

マ
・

喜§
き

・

ミ
。

下

、
§

萎
・・ミ
ぎ

膣
マ
罫

・
調
ぎ

同
　

上

斎

　

上

　
「
イ

ク
ジ

オ
ク

セ
ヌ
ス
」

が
宿

主

腹

腔内

に
寄
生

す

る

事

に

就

て
は
、

リ
チ

ャ
ー

ド
ソ

ン
は

、簡

單

只
下

の
如く

日

へ
り

。

．

．
犀

げ

Q器
。

・
 

げ

o
ぽ
ヨ浮

G

ぴ
＆
図

〔
・
h

爵
o
訪

甘

。

・

貯
冨

畠
o

搾
冨
】

撃
霞
窰
ゆ

P
タ
げ

Φ
話
一

巳

写
窃

琶

飫

一
酔。

。
E
魯

@H

酔

 

巨
o
磊

計ぼ゜

・
芻

≦

崎

司
冨
目鱒

05b

σ

q

°
跨

ω
一e

σ

Q
δ
む

。
・

一
5°
。

一
鵠

 
K

。
β

菷
三

 
8

一
霽

〜

・
Φ
夢

Φ

σ
o

号

o
＝

冨

欝
｝

；
巳常
8B

Φ

・

日
導

矯

島
營

霧

影
お

霞
爵
暫
一

凵

§

o

o需巳

謁
爵
同

9
薦

げ

話
三
。

評
Φ
巨
霞
 

孕
”

、

併

し

な
が

ら
、
宿
主
の

胸
鰭
直
後
に
於

る

開
口

が
、
寄

生

蟲

侵
入
當
時

と
少
し

も
變

化

せざ

る
歌

態

あ
る

や
否
や
は

疑

問
な
り

。少

く
と
も
、

其

の
部

分

（
即
ち

開

の
部

分
）

は

、

寄

生

蟲
よ
り

常
に

刺

戟を
受

け

つ

≧

あ

る

も

の

な

べ

し
と
思
惟
す
。

次
に
、

冖

，
イ

ク

シ

ォ
ク
セ
ヌ
ス

L

の
寄
生

所

が
、

宿

主

の

體

腔

な
る

に
拘

ら

で
、
．

寄
生

々

活
を

な

他
の 甲

殼
類

に
比

し

（
殊

に

外
部
寄

生

を
な

す

者

に
比

し

て

も

、

其
の
體
形

に
著
し

き

變

化
の

跡

無
き
は
（

殊

に
、
雄

の
體

形

較
的

大
に
し

て、

其

の
形

態
、

雌
と
甚

し

く

相
違
せ
ざ

る

こ
と

、

y
、
雌
雄

共
に
、

比
較
的

善
く
發

逹

せ

る
眼
を
有

す

る
事

等
）

此ﾌ
動

物
の

寄

生

々

活

を

考
察

する

上

に

注

意

す

べ

き

點

なら
ん

か

リ チ

ャ

ー

ド
ソ

ン
に
據
れ

ば

、

「

イ
ク

シ
オ
ク
セ

ヌ
ス
．

」
屬

の
も

ﾜ
四

　

．

の
に

し

て現

今
知

ら
れ

あ

る

は、

本
邦

産の
者

を

入

れ

僅

かに

　三

種

に
過
ぎ

す
。

面
も

、
そ

等
の

産
地

は

、

剖

想

酬

、

匂

、

瀬
外

　

噌
、
日

本

等
、
皆
東

洋

面

に
屬

せ

わ
。

　
　

早ク

シ

オ

ク
セ
ヌ

ス

」
に
就

て

最
初

に
完

全

な
る

載な

せ

編

し

は
国

芻
詞

o
凄

、

】
。

。

δ

に
し

て
、

彼

は
戯

剣
臥

産
の
切
油

暮鼠

靄

”

辱

甲
象
昏

ゆ
匙

象
書

恥
閾

5
馬国
内

国垣

腹

腔
内
・
よ

り
一

種

の
等

脚

類

を得

、

を

皿
N
。
ミ
ざ

。
＆
§
窪

豊
町

ミ
毳
謇

蕁
・

、

・

畠

注

命

名
せ

り

。（
此

の
種
名

は
、

本

種
の最

初の

觀

察
者

言
霆

婁
5
雪

・

名

に

因

め

る
も

　

の

な

り

。
）
後
，
一

九〇

八
年
に

至

り
、

髯

巳
゜
℃

 
φ

≦
函

暴

は
、

同

　
じく
誤

蝕
列
産（
バ

タ

ビ
ア

附

近
の
　

日

U

あ
霞

o
僧
影

）
の
籌

籌
馳

簿

価
亀

箇

・

養

防

。
凡

9
§

〜
、

岳

寮
、

に
も
こ

・

§
§
§
豊

の

寄

生

す
る

事

を
報

告
せ
蚤

。

にチ
ー

ド

・
ン
艮

一
空三

年
、

へ

前
掲
論

交

）
、
合
衆

國
國

民
博

物

に
す

る

簿

の

標

本

に

麗

…

…

　

き
觀

察

を
試

み
、

そ

を

ト

楓

亀
蕁

答
肋

豊
と

同

定
せ

b
。

尤

も
、

…

　
リ

チ

ャ
ー

ド
ソ

ン

の
標
本

、

芻
囚

同
b
同
P

o
田
o鵠
u

旨
ρ

昌
釦

へ

　
髯

匡
髪芻

8
等

の

岡
書
・

記
録

と
は
、

總
て

め
點

於

τ
一

致

す

と

…

靉
鑛

覊
鑄
鑞囓

　

皀
象

一
3
爵

Φ
震

8
羲
二

〇

＝

）

つ
ぎ

σ

q
臣

。羣碧

ド
房

一
【

ぼの（

之
Φ畧
げ

　葱

曽
。

＝
罐

。
・

『
耄
Φ
匪
。§曙

。

§
鋤

彭
窪累
話

蔓岩

琴

げ言
夢

e
Φ
9

　

書
叶
『

爵

。 一
冖

】
募

＝

話

円σ

Q
断

二

き

・
首

巴一】
；
月 2 同 己 亀 霞 蓼 磊 δ ロ ．… 　 岳 Φ 巨2。ロ ゜ £ 営 魯 一
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く
ほ

に

就
て

の

語
な

勺
）

此

の

標
本
は

矢
張
参

ジ

ャ

ワ
（

野凶
言

9
霧
σq
）

産

め

も
の

な

れ

ど、

其
の

宿
生

は

不

明
な

り
。

二

第
二

の

種
類
は‘

ト

諱

§
瓠

§
§

に

し
て
、

一

八

八

四

年、

磁
℃

霞

畠
同

肖
圉

及
自
曁

篝
霞
が、

ヒ

マ

ラ

ヤ

産
の
 

§
ミ
ミ

物

恥

§
ご
、

覇

よ

b
得
て

記
載

し
売

る

も

の

な

b
。

・
‘

最
後
の

種
類
は

、

本
邦

産
の

ト

智
憶

§
戔

嘉

野
2
雰
国

望
o
名

な

ゐ
。

卜

戞

§
℃

謹

毳
騨

と

さ

、

箋
讐

急
§

蝕
画

と
の

相

違
に

就
き
て

劃
制

翌
ド
．
ソ

ン

め

記
逋

す
る

處
は

下

の

如
し

。

．．

日

藷

竜
 
o一
翕

象

瀋
罵
ρ

骨
。

耀
8
、

ミ
 

こ
ぎ
起

瓮
ぼ

芸
。

ず

お
霞

3、
Φ・
ピ

｝

5
一

鴛

も

蕁
巳

已
o
鬥

o

　
o
冨
o

巳
霧
　
∂
肖

已

　
oh

一

げ

 

け

Φ

暮
二

諺
μ

。 ・

譴
琶
 

暮
　
oh

誇
 

暮
鼬

o
日
 

梦

臣
Φ

浄
o

詳
霧

霞
し

鷲
審−

夢
 

号
。

二

窪

髪
伽

蜘一

警
δ

巨
ξ

　
　
　

　ら

艮
書
巴

ぱ
町
器
。

コ
9
器
8
昌

夢

娼

曁
。

＝
Φ

撃
聾

己
匙｝
。

一

評

蘰
2

プ
 

践
螢

⇒
2

幺
幽

霞
麟

藏
o

彗
o
ロリ

8
ヨ

冨
斥

巴

鼠
筈

夢
o
宀一
げ
o

鬘
区
  ｝

　
ド
暮

§
ミ
§
窮

に

就

て

は、

目
下
、

比

較
考

察
す
べ

き

何
等
の

與

件
を

も

有
せ

ざ
る

故
、

何
れ

と

も

日

ふ

を

得
ざ
れ

ど、

N

こ

§
ミ、

ぎ
欝
皀

と
N
 

菴
§
§
。・

爵

と
に

就
き、

引
嘱

摂
i

続

均
の

記
邇
し

且

り

圖
設
す
る

處、

及
、

余
の

標
本

に

就
て

余
の

爲
し
髭

る

二

ー

三

の

表

面
的

觀
察
等
よ

り

推
す
る

に、

前
記
爾
種
の

差
逹

は、

比

載

的
輕

微
な

る

程

度
の

も
の

な
る

を
以
て

、

今
後

、

更
に

多

數
の

標
本
を

集
め

て

精
細
な

る

硯

究
を
行
は
ゴ
、

其
の

問
に

申
間

形
生

殳

兩
岩
或
は

同
一

種
に

歸

着
す
る

や
為
計
ら
れ

争
。

　
　
　

　
　

「

　
‘

：

　
　監

　
　

．

　
　
尸

　
（

石
井
重
美
）

　
　
’

●
門

カ

ヴ
ォ

リ

ヒ

ァ
」

の

群
來

’

「

カ

ヴ

リ
｝
尸

ア
」

Q
§
）

ミ

註
象

属
は
軟
軆
動
物

翼
足

類
に
屬
す

（

雜
　
　

録
）

　

O
「

カ

ヴ
ずー
リ

ニ

ア
」

の

群
來

．
る

動

物
な

う
。

外
洋
性
に

て

岸
に

近

く

奈

游
す
る

事
尠
な

き
6

も
の

と

見
へ

、

今
迄
此

動
物
に

田
會
す
る

機
會
な

か

う

し
も、

只

介
穀

女
絃

時
々

鰹
の

胃
を

解

剖
す

る

時
起

採

集
し

陀

う
。

是
は

同
じ

翼

足

類

の

Q
黜
。

等
と

異
な

塾
、

介
殻
大
き

く
、

丸
く
、

色

あ
る」
を

以

て

著
し

。

『

シ

ボ

ガ
』

及
『

チ
ャ

V

ン

ヂ
ャ

ー
』

探
檢
採

集
報
皆
に

飲

れ

ば、

Q
§
δ
靉

註
袋

屬
に
て

今

迄
知

ら

れ

だ

る

も
の

八

種
あ

ゆ、

皆
熱
帶
温

帶
の

海
に

産
す
る

も
の

な

り

と
す
滑

　

余
は

昨
年
十
一

月

駿
河

灣
沿

岸
の

蒲
原
に

赴
き

把

る

時
、

朝、

海

濱
を

散
歩
し
て
、

「

カ

ヴ
ォ

ジ
ニ

ア
」

介

殻
の

夥
し

く

打

揚
げ
ら
れ

把

る

を

見
て
、

驚
き

且

喜
び

、

介
殼
を
多

數
採
集
し
泥

る

後
、

其

日

或
用
向
に

て

船
に

乘
り

沖
合
に
…
禺
で

乾

わ
。

然
る

に

ゴ
層
驚
喜

せ

る

事
に

は、

澹

岸
よ

り

約
一

里
位
の

沖
迄

、

此

動
物
が
、

水
表

面

に

近
く、

無

數
に

淨

游
し
居

な
に

鵲
會
せ

り
。

介
殼
の

幅
、「

長
七

粍

覆
な

る

に・

其
よ

b

農
き

幅
の

翼
足

を
開

展

レ、

覆
部

兩

側
よ

り
、

介
殻
よ

h

も

數
十
倍

長
き

、

五

…
六

寸
の

觸
手

默
の

一

甥
の

紐

を

後
方

に

延
し

て

游
泳
せ

り
。

此

動
物
の

介

殻
の

色
は

．

　

（

1
）

「

カ

ヅ

索

ソ

ナ
」

腹

諏。
　
（

2
）

同

上

背

颪
。

約
三

倍
牛

。

五

盂
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